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Ⅰ．はじめに

　෱Ԭݝ͸ɼશࠃͰ΋༗਺ͷ྘Խ໦ੜ࢈஍Ͱ͋Δʢ෱Ԭݝɼ
201�ʣɻ྘Խ໦ͷҰͭͰ͋ΔΪϯόΠΧʢMyrtus communisʣ͸ɼ
๺ΞϑϦΧ࢈ݪͷॳՆʹͳΔͱ΢ϝͷΑ͏ͳՖΛ࡙͔ͤΔৗ྘௿
໦Ͱ͋ΓɼϤʔϩούͰ࠿͘޿ഓ͞Ε͍ͯΔɻͦͷར༻ํ๏͸ଟ
༷Ͱɼ௿໦ͰႩఆʹ΋଱͑ΔͨΊఉ໦΍ੜ֞ͱͯ͠͸΋ͪΖΜɼ
ϤʔϩούͰ͸ਆ੟ͳ໦ͱͯ͠਌͠·ΕɼՖݴ༿͕ʮѪͷ͞͞΍
͖ʯͰ͋Δ͜ͱ͔Βɼ݁ࠗࣜͷϒʔέ΍ՖྠͳͲʹ࢖ΘΕ͍ͯΔɻ
·ͨɼ༿ɾ࣮ɾՖʹ๕߳Λ࣋ͭ͜ͱ͔ΒΞϩϚΦΠϧ΍ϋʔϒͷ
ɼ200�ʀसໜ΄͔ɼ1��8ʣɻݝྉͱͯ͠΋ར༻͞Ε͍ͯΔʢ෱Ԭݪ
෱ԬݝͰ͸ΪϯόΠΧΛݝͷਪ঑थछͱͯ͠ੜ֦࢈େΛਤ͖ͬͯ
ͨɻ͔͠͠ɼබ໦ੜ࢈ஈ֊ʹ͓͍ͯɼૠ͠໦͋Δ͍͸ൃժ͔Β 2
೥ؒͰ �ʙ5 ׂͷබ໦ʹރΕ͕ൃੜ͠໰୊ͱͳ͍ͬͯΔɻ͜ͷރ
Ε͸ɼ༿͕ԫม͠୤མ͢Δ΋ͷͰɼಛʹҭබϙοτͷαΠζΛม
͑ΔҠ২͢ͳΘͪു্͛ͷޙʹଟ͘ੜ͡Δ͕͋޲܏Δɻ͜ͷΑ͏
ͳݸମͰ͸ɼͦͷޙճ෮͢Δ΋ͷ΋͋Δ͕ɼੜݱ࢈৔Ͱ͸੒௕ͷ
ಷԽ͔Β 50ˋఔ౓ͷ༿͕୤མͨ͠බ໦͸ഇ͞غΕ͓ͯΓɼ͜ͷ
าཹ·Γͷѱ͔͞Βɼੜ࢈Λ֦େͰ͖͍ͯͳ͍ͷ͕ݱঢ়Ͱ͋Δɻ
　͜Ε·ͰͷௐࠪͰ͸ɼ͜ͷΑ͏ͳ༿ͷ୤མ͕ݟΒΕͨබ໦ʹ͸
ප֐஬ͳͲ͸ൃੜ͓ͯ͠Βͣɼ͕ࠜ͘ࠇม৭͍ͯͨ͠ɻ͜ͷ͜ͱ
͔Βɼ༿ͷԫมɾ୤མ͸ࠜʹӨڹΛ༩͑ΔҼ͍ͯ͠܎͕ؔࢠΔͷ
Ͱ͸ͳ͍͔ͱ͑ߟΒΕͨɻͦ͜ͰචऀΒ͸ɼ50ˋҎ্ͷ༿͕ԫ
มɾ୤མͨ͠΋ͷΛʮ༿ރΕʯͱఆٛ͠ɼࠜʹӨڹΛ༩͑ΔҼࢠ
ͷҰͭͰ͋Δ༻౔ʹ͍ͭͯͦͷӨڹΛௐ΂ͨʢ্ా΄͔ɼ2013ʣɻ
ͦͷ݁Ռɼ༻౔ͷશܺ޸཰͓Αͼ QF 2 . �ʙ QF � . 0 ʹ͓͚Δ޸
ܺ཰͕େ͖͍όʔϛΩϡϥΠτͰ༿ރΕͷൃੜ཰ʢҎԼ༿ރΕݸ
ମ཰ʣ͕௿͘ɼ൓ରʹ͍ͣΕ΋খ͍͞Ϛα౔Ͱ͍ߴͱ͍͏݁Ռ͕
ಘΒΕͨɻ͔͠͠ɼ͜ͷ݁Ռ͸࢖༻લͷ༻౔Λ౔৕෺ཧੑ෼ੳ༻

ͷԁ౵༰ثʹ௚઀ॆరͯ͠ଌఆΛͨͬߦ΋ͷͰ͋Γɼ࣮ࡍʹҭබ
ϙοτ͔Β࠾औͨ͠༻౔Λ༻͍ͯௐࠪͨ͠Θ͚Ͱ͸ͳ͍ɻͦ͜Ͱɼ
٧Ίͨঢ়ଶͷ༻౔ͷ෺ཧੑΛ༻౔૊੒ͷ৚݅Λ૿ʹճ͸ϙοτࠓ
΍ͯ͠ௐ΂ɼ༿ރΕݸମ཰ʹର͢ΔӨڹΛௐ΂ͨɻ·ͨɼҭබ༰
ΒΕͨ͜ͱ͔Βɼࠜͷϧʔϐ͑ߟΛ༩͑Δͱڹ΋ࠜͷੜҭʹӨث
ϯάݱ৅Λ๷͢ࢭΔ̢ελʔίϯςφʢࡾथɼ2010ʣͱ௨ৗͷϏ
χʔϧϙοτΛ༻͍ͯҭබΛ͍ߦɼࠜͷੜҭঢ়گͱു্͛ޙͷ༿
ͷઃஔ৚݅ͱ༿ثΛௐ΂ͨɻ͞Βʹɼҭබ༰܎ମ཰ͱͷؔݸΕރ
΋ௐ΂ͨɻ܎ମ཰ͱͷؔݸΕރ

Ⅱ．材料ͱ方法

̍ɽࢼڙබ
ηϯλʔڀݚ༺׆ݯࢿ৔ݧࢼ߹૯ۀ೶ྛݝබ͸ɼ෱Ԭͨ͠ࢼڙ　

ʢچ෱Ԭݝ৿ྛྛٕۀज़ηϯλʔʣ಺ʹ২͞࠿Ε͍ͯΔ࣮ੜ໦ 1
ຊ͔Βึ໦Λ࠾औ͠ɼ2013 ೥ 2 ݄ʹີดૠͯ͠͠ɼ2013 ೥ � ݄
·Ͱҭබͨ͠ɻฏۉබߴ͸ 10 . 8DN Ͱ͋ͬͨɻ
̎ɽ༻౔ͷ૊੒͕༿ރΕݸମ཰ʹ༩͑ΔӨڹௐࠪ
̍ʣ༻౔ผҭබݧࢼʢݧࢼ 1ʣ
　༻͍ͨ༻౔ͷ૊੒͸ɼੜݱ࢈৔ͰҰൠతʹ༻͍ΒΕΔࡐྉΛ૊
Έ߹Θͤͯௐ੔ͨ͠ � छྨͰ͋Δʢදʵ 1ʣɻجංͱཻͯ͠ঢ়ͷ
ඃ෴ෳ߹ංྉʢ180 ೔λΠϓɼNɿ1ɿK ʹ 13ɿ16ɿ10ʣΛ 5H�-
ࠞ߹ͨ͠ɻ͜ΕΛ௚ܘ 10 . 5DNɼ͞ߴ �DN ͷϏχʔϧϙοτʹ
500NM ͣͭ٧ΊࠐΈɼ2013 ೥ � ݄ 5 ೔ʹ 1 ༻౔͋ͨΓ 15 ຊͷڙ
බΛҠ২ͨ͠ɻΨϥεࣨ಺Ͱࢼ 1 ճ 12 ෼ͷࢄਫΛ 1 ೔ � ճ͏ߦ
৚݅Ͱ 3�6 ೔ؒҭබ͠ɼҭබޙͷ༿ރΕݸମ཰͓ΑͼබߴΛௐࠪ
ͨ͠ɻ
̎ʣ༻౔ͷ෺ཧੑௐࠪʢݧࢼ 2ʣ
　༻౔ͷ෺ཧੑΛΨϥεࣨ಺ʹઃஔ͍ͯͨ͠ະ২࠿ϙοτΛ༻͍

論　文

྘Խ໦ΪϯόイΧබ໦のҭබݧࢼʢⅡʣ＊1
ʕ用౔ɾҭබ༰ثおよびઃஔ৚͕݅༿ރΕݸମ཰に༩͑るӨڹʕ

จ඙ˎ2ݪٶ2ɾˎߦʑ໦ॏࠤ2ɾˎࢠܠా্

九州森林研究　68：35　ݧࢼจ඙ɿ྘Խ໦ΪϯόイΧබ໦のҭබݪٶɾߦʑ໦ॏࠤɾࢠܠా্ － 38，2015　 ෱Ԭݝͷਪ঑྘Խ໦ͷҰ
ͭͰ͋ΔΪϯόΠΧͷබ໦ੜ࢈ʹ͓͚Δาཹ·Γͷ্޲Λ໨ݧࢼͯ͠ࢦΛͨͬߦɻҭබ్தͰރΕͨබ͸ࠜ෗ΕΛ͍ͨͯ͜͜͠ىͱ͔Βɼ
ࠜʹӨڹΛ༩͑ΔҼࢠͰ͋Δ༻౔ͱҭබ༰͓ثΑͼઃஔ৚݅ʹ͍ͭͯɼ༿ރΕݸମ཰΍බͷ੒௕ʹ༩͑ΔӨڹΛௐ΂ͨɻͦͷ݁Ռɼ༻౔
ʹ͍ͭͯ͸ಁਫੑ͓Αͼอਫੑ͕͍ߴ΄Ͳ༿ރΕݸମ཰͕௿͍͕޲܏ΈΒΕɼࣛপ౔͋Δ͍͸όʔϛΩϡϥΠτͱϚα౔ͷࠞ߹༻౔ʢ༰
ੵൺ 2ɿ1ʣ͕ҭබʹదͨ͠༻౔ͱ͑ߟΒΕͨɻҭබ༰ثͰ͸ɼ̢ελʔίϯςφ͕ϏχʔϧϙοτΑΓࠜྔ͓Αͼබߴ੒௕͕ྑ޷Ͱ༿
ମ཰͕௿͔ͬݸΕރΛ஍໘͔Βු͔ͤͯઃஔ͢Δͱɼ஍໘ʹ͚ͭͨ৔߹ΑΓ༿ثɻઃஔ৚݅Ͱ͸ɼҭබ༰͕ͨͬ͋޲܏ମ཰΋௿͍ݸΕރ
ͨɻҎ্ͷ͜ͱ͔Βɼҭබ༻౔ͷಁਫੑ͕༿ރΕݸମ཰ʹӨڹΛ༩͑ΔॏཁͳҼࢠͰ͋Γ༻౔ɼҭබ༰ثɼ͓Αͼઃஔ৚݅ͰಁਫੑΛ޲
্ͤ͞Δ͜ͱʹΑΓɼ༿ރΕݸମ཰Λ௿Լͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δͱ͑ߟΒΕͨɻ
キーワードɿΪϯόΠΧɼҭබɼ༿ރΕݸମ཰ɼ༻౔૊੒ɼҭබ༰ث
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ͯௐࠪͨ͠ɻ༻౔͸ɼݧࢼ 1 ͱಉ༷Ͱݧࢼ 1 Ͱ༻͍ͨංྉΛ
10H�- (ං͠ɼQࢪ ௐ੔ͷͨΊফੴփ 2 . 5H�- ఴՃͨ͠΋ͷͰɼ
௚ܘ 18DNɼ͞ߴ 15DN ͷϏχʔϧϙοτʹ໿ 3- ٧ΊࠐΈݧࢼ 1
ͱಉ͡ࢄਫ৚݅Ͱ �1 ೔ؒΨϥεࣨʹ੩ஔͨ͠ɻ100N- ԁ౵༰ث
Ͱ༻౔Λ࠾औ͠ɼ๞ਫ͓Αͼશסঢ়ଶͷॏྔΛଌఆ͠ɼશܺ޸཰
Λࢉग़ͨ͠ɻ·ͨɼ౔৕ QF ଌఆثʢ%*KȂ�211 
 େىཧԽגۀ޻
ࣜձࣾʣΛ༻͍ͯ QF 1 . � ͓Αͼ QF 2 . � ͷ৚݅ʹͨ͠ͱ͖ͷॏ
ྔΛଌఆ͠ɼશסॏྔ͓Αͼશܺ޸཰͔Βܺ޸཰Λࢉग़ͨ͠ɻ
QF Ձͱ౔৕ਫͷؔ܎Λਤʵ 1 ʹࣔͨ͠ʢՏాɾখౡɼ1��� ʀ౉
ล΄͔ɼ2012ʣɻ
̏ɽҭබ༰͓ثΑͼു্͛ޙͷઃஔ৚͕݅ു্͛ޙͷ༿ރΕݸମ

཰ʹٴ΅͢Өڹௐࠪʢݧࢼ 3ʣ
　ҭබ༰ث͸ɼ௨ৗੜݱ࢈৔Ͱ༻͍ΒΕ͍ͯΔ௚ܘ 10 . 5DNɼߴ
͞ �DN ͷϏχʔϧϙοτ͓Αͼ௚ܘ 6DNߴɼ ͞ 16DN ͷ̢ελʔ
ίϯςφΛ༻͍ͨɻ༻౔͸ɼόʔϛΩϡϥΠτͱϚα౔Λ༰ੵൺ
Ͱ 2ɿ1 ʹࠞ߹͠ɼݧࢼ 1 Ͱ༻͍ͨංྉΛ 5H�- ΋ͷΛͨ͠༺ࢪ
༻͍ͨɻ͜ΕΛϏχʔϧϙοτʹ͸ 500NMɼ. ελʔίϯςφ
ʹ͸ 300NM ٧ΊࠐΈɼ2013 ೥ � ݄ 23 ೔ʹͦΕͧΕ �0 ຊͷࢼڙ
බΛҠ২ͨ͠ɻΨϥεࣨͰ 315 ೔ؒҭබ͠බߴΛଌఆͨ͠ɻҭබ
ɼ5ޙ ຊͷබ໦ʹ͍ͭͯɼࠜͷס૩ॏྔΛଌఆͨ͠ɻ
　 ࢒ Γ ͷ 35 ຊ ͷ බ ໦ Λ 201� ೥ 6 ݄ 3 ೔ ʹ ௚ ܘ 18DNɼ ߴ ͞
15DN ͷϏχʔϧϙοτʹҠ২ʢു্͛ʣͨ͠ɻ༻౔͸όʔϛ
ΩϡϥΠτͱϚα౔Λ༰ੵൺͰ 2ɿ1 ʹࠞ߹͠ɼݧࢼ 1 Ͱ༻͍ͨ
ංྉΛ 15H�- ্͛ുʹ৔ͱಉ༷ݱ࢈΋ͷΛ༻͍ͨɻੜͨ͠༺ࢪ
Λௐ΂ΔͨΊɼ15ڹ͸໺֎Ͱҭබͨ͠ɻઃஔ৚݅ͷӨޙ ຊ͸๷
૲γʔτ্ʹɼ20 ຊ͸໦੡εΪύϨοτ্ʹઃஔͨ͠ɻ�1 ೔ޙ
ͷ༿ރΕݸମ཰Λଌఆͨ͠ɻ

Ⅲ．結果

̍ɽ༻౔ͷ૊੒͕༿ރΕݸମ཰ʹ༩͑ΔӨڹ
ݧࢼ 1　༻౔ผͷ༿ރΕݸମ཰ͱ੒௕
　༻౔ผͷ༿ރΕݸମ཰͓ΑͼබߴΛਤʵ 2 ʹࣔ͢ɻ༿ރΕݸମ
཰͸༻౔ؒͰ༗ҙࠩ͸ͳ͔͕ͬͨʢРೋ৐ݕఆɼp� 0 . 05ʣɼόʔ
ϛΩϡϥΠτ͕ 0ˋͰ࠷΋௿͘ɼࣛপ౔΍όʔϛΩϡϥΠτͱϚ
α౔ͷࠞ߹༻౔͕͍ͣΕ΋ 13ˋͱ௿͍޲܏Ͱ͋ͬͨɻҰํɼϚ
α౔͸ �0ˋͱ࠷΋͘ߴɼϘϥ౔ͱϚα౔Λ 1ɿ1 ʹࠞ߹ͨ͠༻౔
͕ 33 . 3ˋͱ࣍ʹ޲܏͍ߴͰ͋ͬͨɻබߴ͸༻౔ؒͰ༗ҙͳࠩ͸
ͳ͔͕ͬͨʢ෼ࢄ෼ੳɼp� 0 . 05ʣɼฏۉ஋͸ࣛপ౔͕ �8 . 3DN
Ͱ࠷΋͘ߴɼ࣍ʹόʔϛΩϡϥΠτͱϚα౔Λ 1ɿ1 ʹࠞ߹ͨ͠
༻౔Ͱ �2 . 8DN ͓Αͼ 2ɿ1 ʹࠞ߹ͨ͠༻౔Ͱ �0 . �DN Ͱ͋ͬͨɻ
ҰํόʔϛΩϡϥΠτ͸ �2 . 2DN Ͱ࠷΋௿͔ͬͨɻ
ݧࢼ 2　༻౔ผͷ෺ཧੑ
　QF 0ʙ QF 1 . � ͓Αͼ QF 0ʙ QF 2 . � ʹ͓͚Δܺ޸཰Λදʵ 2
ʹࣔ͢ɻQF 0ʙ QF 1 . � ͓Αͼ QF 0ʙ QF 2 . � ʹ͓͚Δܺ޸཰͸
όʔϛΩϡϥΠτͰ͘ߴɼͦΕͧΕ �6 . 3ˋ͓Αͼ 51 . �ˋͰ͋ͬ
ͨɻ·ͨɼόʔϛΩϡϥΠτͱϚα౔Λ 2ɿ1 ʹࠞ߹ͨ͠༻౔͸
35 . �ˋ͓Αͼ �� . 1ˋɼࣛপ౔͸ �1 . �ˋ͓Αͼ �6 . 5ˋͰൺֱత
஋ͱͳͬͨɻҰํɼϚα౔͸͍ߴ 23 . 8ˋ͓Αͼ 33 . 6ˋͰ࠷΋௿
͍஋Ͱ͋ͬͨɻ

試験区ྡ 用ᅵ⤌成

㮵἟ 㮵἟ᅵ

࣐サ ࣐サᅵ

࣑࣮ࣂ ライト࣑࣮ࣗ࢟ࣂ

㮵἟�：࣐サ� 㮵἟ᅵ：࣐サᅵ㸻�：�

㮵἟�：࣐サ� 㮵἟ᅵ：࣐サᅵ㸻�：�

�サ࣐：�࣑࣮ࣂ �：�ライト：࣐サᅵ㸻࣑࣮ࣗ࢟ࣂ

�サ࣐：�࣑࣮ࣂ �：�ライト：࣐サᅵ㸻࣑࣮ࣗ࢟ࣂ

࣎ラ�：࣐サ� ࣎ラᅵ：࣐サᅵ㸻�：�

࣎ラ�：࣐サ� ࣎ラᅵ：࣐サᅵ㸻�：�
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ᅗ-2. ヨ㦂 1におࡿࡅ用ᅵ࡜ⱑ㧗おࡧࡼⴥᯤࢀಶయ⋡ࡢ㛵ಀ 
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⾲-2. ヨ㦂 2におࡿࡅ用ᅵู≀⌮ᛶㄪᰝ⤖ᯝ 

試験区ྡ

S)�㹼S)���
における
Ꮝ㝽率
（％）

S)�㹼S)���
における
Ꮝ㝽率
（％）

㮵἟ 41.7 46.5

࣐サ 23.8 33.6

࣑࣮ࣂ 46.3 51.7

㮵἟�：࣐サ� 27.7 38.6

㮵἟�：࣐サ� 33.6 40.6

�サ࣐：�࣑࣮ࣂ 29.2 45.8

�サ࣐：�࣑࣮ࣂ 35.4 49.1

࣎ラ�：࣐サ� 32.5 37.0

࣎ラ�：࣐サ� 37.6 41.4

条件で 396日間⫱ⱑし㸪⫱ⱑ後のⴥᯤれ個体率およびⱑ高を調

査した。 

2）用ᅵの≀理性調査（試験 2） 

用ᅵの≀理性を࢞ラࢫ室内に設置していたᮍ᳜᱂࣏ットを

用いて調査した。用ᅵは㸪試験 1とྠᵝで試験 1で用いた⫧ᩱ

を10g/L施⫧し㸪pH調ᩚのためᾘ▼⅊2.5g/Lῧ加したもので㸪

直径 18cm㸪高ࡉ 15cmの࣏࣮ࣝࢽࣅットに約 3L詰め㎸み試験 1

とྠࡌ散水条件で 71日間࢞ラࢫ室に㟼置した。100mL෇⟄ᐜჾ

で用ᅵを᥇ྲྀし㸪㣬水および全乾状態の重量を 定し㸪全Ꮝ㝽

率を⟬出した。また㸪ᅵተ pF 定ჾ（DIK-9211,኱㉳理໬工業

ᰴᘧ఍♫）を用いて pF1.7および pF2.7の条件にしたときの重

量を 定し㸪全乾重量および全Ꮝ㝽率からᏍ㝽率を⟬出した。

pF౯とᅵተ水の㛵ಀを図-1に示した（Ἑ⏣࣭小ᓥ,1979 㸹Ώ㎶

 。（か㸪2012࡯

 

３． ⫱ⱑᐜჾおよび㖊上ࡆ後の設置条件が㖊上ࡆ後のⴥᯤれ

個体率に及ぼす影響調査（試験 3） 

⫱ⱑᐜჾは㸪㏻ᖖ生産⌧場で用いられている直径 10.5cm㸪高

ࡉ 9cmの࣏࣮ࣝࢽࣅットおよび直径 6cm㸪高ࡉ 16cmのＭࢫタ࣮

✚ライトと࣐サᅵをᐜ࣑࣮ࣗ࢟ࣂを用いた。用ᅵは㸪ࢼࢸンࢥ

比で 2：1にΰ合し㸪試験 1で用いた⫧ᩱを 5㹥/L施用したもの

を用いた。これを࣏࣮ࣝࢽࣅットには 500ml㸪Mࢫタ࣮ࢥンࢼࢸ

には 300ml詰め㎸み㸪2013ᖺ 7᭶ 23日にࡑれࡒれ 40ᮏの౪試

ⱑを⛣᳜した。࢞ラࢫ室で 315日間⫱ⱑしⱑ高を 定した。⫱

ⱑ後㸪5ᮏのⱑᮌについて㸪᰿の乾燥重量を 定した。 

ṧりの 35ᮏのⱑᮌを 2014ᖺ6᭶ 3日に直径 18cm㸪高ࡉ 15cm

の࣏࣮ࣝࢽࣅットに⛣᳜（㖊上ࡆ）した。用ᅵは࣑࣮ࣗ࢟ࣂラ

イトと࣐サᅵをᐜ✚比で 2：1にΰ合し㸪試験 1で用いた⫧ᩱを

15㹥/L施用したものを用いた。生産⌧場とྠᵝに㖊上ࡆ後は㔝

外で⫱ⱑした。設置条件の影響を調べるため㸪15ᮏは㜵ⲡシ࣮

ト上に㸪20ᮏはᮌ製ࣞࣃࢠࢫット上に設置した。71日後のⴥᯤ

れ個体率を 定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．結果 

１．用ᅵの⤌成がⴥᯤれ個体率に୚える影響 

試験 1 用ᅵ別のⴥᯤれ個体率と成㛗 

用ᅵ別のⴥᯤれ個体率およびⱑ高を図-2に示す。ⴥᯤれ個体

率は用ᅵ間で有意差はなかったが（Ȯ஧஌検定㸪p>0.05）㸪࣮ࣂ

࣑࢟ࣗライトが 0％で᭱も低く㸪㮵἟ᅵ࣑࣮ࣗ࢟ࣂࡸライトと

࣐サᅵのΰ合用ᅵがいずれも 13％と低い傾向であった。一方㸪

࣐サᅵは 40％と᭱も高く㸪࣎ラᅵと࣐サᅵを 1：1 にΰ合した

用ᅵが 33.3％とḟに高い傾向であった。ⱑ高は用ᅵ間で有意な

差はなかったが（分散分析㸪p>0.05）㸪平均್は㮵἟ᅵが 98.3cm

で᭱も高く㸪ḟに࣑࣮ࣗ࢟ࣂライトと࣐サᅵを 1：1にΰ合した

用ᅵで92.8cmおよび２：１にΰ合した用ᅵで90.4cmであった。

一方࣑࣮ࣗ࢟ࣂライトは 72.2cmで᭱も低かった。 

試験 2 用ᅵ別の≀理性 

pF0㹼pF1.7および pF0㹼pF2.7におけるᏍ㝽率を⾲-2に示す。

pF0㹼pF1.7 および pF0㹼pF2.7 におけるᏍ㝽率は࣑࣮ࣗ࢟ࣂラ

イトで高く㸪ࡑれࡒれ 46.3％および 51.7％であった。また㸪ࣂ

࣮࣑࢟ࣗライトと࣐サᅵを 2：1 にΰ合した用ᅵは 35.4％およ

び 49.1％㸪㮵἟ᅵは 41.7％および 46.5％で比較的高い್とな

った。一方㸪࣐ サᅵは 23.8％および 33.6％で᭱も低い್であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ᅗ-1. pF౯࡜ᅵተỈࡢ㛵ಀ 
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試験区ྡ 用ᅵ⤌成
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㸦ᅗ୰ᆶ⥺ࡣᶆ‽೫ᕪࡍ♧ࢆ㸪n=15㸧 

n=2 

 

⾲-2. ヨ㦂 2におࡿࡅ用ᅵู≀⌮ᛶㄪᰝ⤖ᯝ 

試験区ྡ

S)�㹼S)���
における
Ꮝ㝽率
（％）

S)�㹼S)���
における
Ꮝ㝽率
（％）

㮵἟ 41.7 46.5

࣐サ 23.8 33.6

࣑࣮ࣂ 46.3 51.7

㮵἟�：࣐サ� 27.7 38.6

㮵἟�：࣐サ� 33.6 40.6

�サ࣐：�࣑࣮ࣂ 29.2 45.8

�サ࣐：�࣑࣮ࣂ 35.4 49.1

࣎ラ�：࣐サ� 32.5 37.0

࣎ラ�：࣐サ� 37.6 41.4

条件で 396日間⫱ⱑし㸪⫱ⱑ後のⴥᯤれ個体率およびⱑ高を調

査した。 

2）用ᅵの≀理性調査（試験 2） 

用ᅵの≀理性を࢞ラࢫ室内に設置していたᮍ᳜᱂࣏ットを

用いて調査した。用ᅵは㸪試験 1とྠᵝで試験 1で用いた⫧ᩱ

を10g/L施⫧し㸪pH調ᩚのためᾘ▼⅊2.5g/Lῧ加したもので㸪

直径 18cm㸪高ࡉ 15cmの࣏࣮ࣝࢽࣅットに約 3L詰め㎸み試験 1

とྠࡌ散水条件で 71日間࢞ラࢫ室に㟼置した。100mL෇⟄ᐜჾ

で用ᅵを᥇ྲྀし㸪㣬水および全乾状態の重量を 定し㸪全Ꮝ㝽

率を⟬出した。また㸪ᅵተ pF 定ჾ（DIK-9211,኱㉳理໬工業

ᰴᘧ఍♫）を用いて pF1.7および pF2.7の条件にしたときの重

量を 定し㸪全乾重量および全Ꮝ㝽率からᏍ㝽率を⟬出した。

pF౯とᅵተ水の㛵ಀを図-1に示した（Ἑ⏣࣭小ᓥ,1979 㸹Ώ㎶

 。（か㸪2012࡯

 

３． ⫱ⱑᐜჾおよび㖊上ࡆ後の設置条件が㖊上ࡆ後のⴥᯤれ

個体率に及ぼす影響調査（試験 3） 

⫱ⱑᐜჾは㸪㏻ᖖ生産⌧場で用いられている直径 10.5cm㸪高

ࡉ 9cmの࣏࣮ࣝࢽࣅットおよび直径 6cm㸪高ࡉ 16cmのＭࢫタ࣮

✚ライトと࣐サᅵをᐜ࣑࣮ࣗ࢟ࣂを用いた。用ᅵは㸪ࢼࢸンࢥ

比で 2：1にΰ合し㸪試験 1で用いた⫧ᩱを 5㹥/L施用したもの

を用いた。これを࣏࣮ࣝࢽࣅットには 500ml㸪Mࢫタ࣮ࢥンࢼࢸ

には 300ml詰め㎸み㸪2013ᖺ 7᭶ 23日にࡑれࡒれ 40ᮏの౪試

ⱑを⛣᳜した。࢞ラࢫ室で 315日間⫱ⱑしⱑ高を 定した。⫱

ⱑ後㸪5ᮏのⱑᮌについて㸪᰿の乾燥重量を 定した。 

ṧりの 35ᮏのⱑᮌを 2014ᖺ6᭶ 3日に直径 18cm㸪高ࡉ 15cm

の࣏࣮ࣝࢽࣅットに⛣᳜（㖊上ࡆ）した。用ᅵは࣑࣮ࣗ࢟ࣂラ

イトと࣐サᅵをᐜ✚比で 2：1にΰ合し㸪試験 1で用いた⫧ᩱを

15㹥/L施用したものを用いた。生産⌧場とྠᵝに㖊上ࡆ後は㔝

外で⫱ⱑした。設置条件の影響を調べるため㸪15ᮏは㜵ⲡシ࣮

ト上に㸪20ᮏはᮌ製ࣞࣃࢠࢫット上に設置した。71日後のⴥᯤ

れ個体率を 定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．結果 

１．用ᅵの⤌成がⴥᯤれ個体率に୚える影響 

試験 1 用ᅵ別のⴥᯤれ個体率と成㛗 

用ᅵ別のⴥᯤれ個体率およびⱑ高を図-2に示す。ⴥᯤれ個体

率は用ᅵ間で有意差はなかったが（Ȯ஧஌検定㸪p>0.05）㸪࣮ࣂ

࣑࢟ࣗライトが 0％で᭱も低く㸪㮵἟ᅵ࣑࣮ࣗ࢟ࣂࡸライトと

࣐サᅵのΰ合用ᅵがいずれも 13％と低い傾向であった。一方㸪

࣐サᅵは 40％と᭱も高く㸪࣎ラᅵと࣐サᅵを 1：1 にΰ合した

用ᅵが 33.3％とḟに高い傾向であった。ⱑ高は用ᅵ間で有意な

差はなかったが（分散分析㸪p>0.05）㸪平均್は㮵἟ᅵが 98.3cm

で᭱も高く㸪ḟに࣑࣮ࣗ࢟ࣂライトと࣐サᅵを 1：1にΰ合した

用ᅵで92.8cmおよび２：１にΰ合した用ᅵで90.4cmであった。

一方࣑࣮ࣗ࢟ࣂライトは 72.2cmで᭱も低かった。 

試験 2 用ᅵ別の≀理性 

pF0㹼pF1.7および pF0㹼pF2.7におけるᏍ㝽率を⾲-2に示す。

pF0㹼pF1.7 および pF0㹼pF2.7 におけるᏍ㝽率は࣑࣮ࣗ࢟ࣂラ

イトで高く㸪ࡑれࡒれ 46.3％および 51.7％であった。また㸪ࣂ

࣮࣑࢟ࣗライトと࣐サᅵを 2：1 にΰ合した用ᅵは 35.4％およ

び 49.1％㸪㮵἟ᅵは 41.7％および 46.5％で比較的高い್とな

った。一方㸪࣐ サᅵは 23.8％および 33.6％で᭱も低い್であっ

た。 
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試験区ྡ 用ᅵ⤌成
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ᅗ-2. ヨ㦂 1におࡿࡅ用ᅵ࡜ⱑ㧗おࡧࡼⴥᯤࢀಶయ⋡ࡢ㛵ಀ 

㸦ᅗ୰ᆶ⥺ࡣᶆ‽೫ᕪࡍ♧ࢆ㸪n=15㸧 

n=2 

 

⾲-2. ヨ㦂 2におࡿࡅ用ᅵู≀⌮ᛶㄪᰝ⤖ᯝ 

試験区ྡ

S)�㹼S)���
における
Ꮝ㝽率
（％）

S)�㹼S)���
における
Ꮝ㝽率
（％）

㮵἟ 41.7 46.5

࣐サ 23.8 33.6

࣑࣮ࣂ 46.3 51.7

㮵἟�：࣐サ� 27.7 38.6

㮵἟�：࣐サ� 33.6 40.6

�サ࣐：�࣑࣮ࣂ 29.2 45.8

�サ࣐：�࣑࣮ࣂ 35.4 49.1

࣎ラ�：࣐サ� 32.5 37.0

࣎ラ�：࣐サ� 37.6 41.4

条件で 396日間⫱ⱑし㸪⫱ⱑ後のⴥᯤれ個体率およびⱑ高を調

査した。 

2）用ᅵの≀理性調査（試験 2） 

用ᅵの≀理性を࢞ラࢫ室内に設置していたᮍ᳜᱂࣏ットを

用いて調査した。用ᅵは㸪試験 1とྠᵝで試験 1で用いた⫧ᩱ

を10g/L施⫧し㸪pH調ᩚのためᾘ▼⅊2.5g/Lῧ加したもので㸪

直径 18cm㸪高ࡉ 15cmの࣏࣮ࣝࢽࣅットに約 3L詰め㎸み試験 1

とྠࡌ散水条件で 71日間࢞ラࢫ室に㟼置した。100mL෇⟄ᐜჾ

で用ᅵを᥇ྲྀし㸪㣬水および全乾状態の重量を 定し㸪全Ꮝ㝽

率を⟬出した。また㸪ᅵተ pF 定ჾ（DIK-9211,኱㉳理໬工業

ᰴᘧ఍♫）を用いて pF1.7および pF2.7の条件にしたときの重

量を 定し㸪全乾重量および全Ꮝ㝽率からᏍ㝽率を⟬出した。

pF౯とᅵተ水の㛵ಀを図-1に示した（Ἑ⏣࣭小ᓥ,1979 㸹Ώ㎶

 。（か㸪2012࡯

 

３． ⫱ⱑᐜჾおよび㖊上ࡆ後の設置条件が㖊上ࡆ後のⴥᯤれ

個体率に及ぼす影響調査（試験 3） 

⫱ⱑᐜჾは㸪㏻ᖖ生産⌧場で用いられている直径 10.5cm㸪高

ࡉ 9cmの࣏࣮ࣝࢽࣅットおよび直径 6cm㸪高ࡉ 16cmのＭࢫタ࣮

✚ライトと࣐サᅵをᐜ࣑࣮ࣗ࢟ࣂを用いた。用ᅵは㸪ࢼࢸンࢥ

比で 2：1にΰ合し㸪試験 1で用いた⫧ᩱを 5㹥/L施用したもの

を用いた。これを࣏࣮ࣝࢽࣅットには 500ml㸪Mࢫタ࣮ࢥンࢼࢸ

には 300ml詰め㎸み㸪2013ᖺ 7᭶ 23日にࡑれࡒれ 40ᮏの౪試

ⱑを⛣᳜した。࢞ラࢫ室で 315日間⫱ⱑしⱑ高を 定した。⫱

ⱑ後㸪5ᮏのⱑᮌについて㸪᰿の乾燥重量を 定した。 

ṧりの 35ᮏのⱑᮌを 2014ᖺ6᭶ 3日に直径 18cm㸪高ࡉ 15cm

の࣏࣮ࣝࢽࣅットに⛣᳜（㖊上ࡆ）した。用ᅵは࣑࣮ࣗ࢟ࣂラ

イトと࣐サᅵをᐜ✚比で 2：1にΰ合し㸪試験 1で用いた⫧ᩱを

15㹥/L施用したものを用いた。生産⌧場とྠᵝに㖊上ࡆ後は㔝

外で⫱ⱑした。設置条件の影響を調べるため㸪15ᮏは㜵ⲡシ࣮

ト上に㸪20ᮏはᮌ製ࣞࣃࢠࢫット上に設置した。71日後のⴥᯤ

れ個体率を 定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．結果 

１．用ᅵの⤌成がⴥᯤれ個体率に୚える影響 

試験 1 用ᅵ別のⴥᯤれ個体率と成㛗 

用ᅵ別のⴥᯤれ個体率およびⱑ高を図-2に示す。ⴥᯤれ個体

率は用ᅵ間で有意差はなかったが（Ȯ஧஌検定㸪p>0.05）㸪࣮ࣂ

࣑࢟ࣗライトが 0％で᭱も低く㸪㮵἟ᅵ࣑࣮ࣗ࢟ࣂࡸライトと

࣐サᅵのΰ合用ᅵがいずれも 13％と低い傾向であった。一方㸪

࣐サᅵは 40％と᭱も高く㸪࣎ラᅵと࣐サᅵを 1：1 にΰ合した

用ᅵが 33.3％とḟに高い傾向であった。ⱑ高は用ᅵ間で有意な

差はなかったが（分散分析㸪p>0.05）㸪平均್は㮵἟ᅵが 98.3cm

で᭱も高く㸪ḟに࣑࣮ࣗ࢟ࣂライトと࣐サᅵを 1：1にΰ合した

用ᅵで92.8cmおよび２：１にΰ合した用ᅵで90.4cmであった。

一方࣑࣮ࣗ࢟ࣂライトは 72.2cmで᭱も低かった。 

試験 2 用ᅵ別の≀理性 

pF0㹼pF1.7および pF0㹼pF2.7におけるᏍ㝽率を⾲-2に示す。

pF0㹼pF1.7 および pF0㹼pF2.7 におけるᏍ㝽率は࣑࣮ࣗ࢟ࣂラ

イトで高く㸪ࡑれࡒれ 46.3％および 51.7％であった。また㸪ࣂ

࣮࣑࢟ࣗライトと࣐サᅵを 2：1 にΰ合した用ᅵは 35.4％およ

び 49.1％㸪㮵἟ᅵは 41.7％および 46.5％で比較的高い್とな

った。一方㸪࣐ サᅵは 23.8％および 33.6％で᭱も低い್であっ

た。 
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̎ɽ༿ރΕݸମ཰ͱ༻౔ͷ෺ཧੑͷؔ܎ͷݕ౼
ݧࢼ　 1 ͷ༿ރΕݸମ཰ͱݧࢼ 2 ͰಘΒΕ֤ͨ༻౔ͷܺ޸཰ͱͷ
Λਤʵ܎ؔ 3 ͓Αͼਤʵ � ʹࣔ͢ɻͦͷ݁ՌɼQF 0ʙ QF 1 . � ͓
Αͼ QF 0ʙ QF 2 . � ʹ͓͚Δܺ޸཰͸͍ͣΕ΋༗ҙͳෛͷ૬͕ؔ
Έ Β Ε ͨʢQF 0ʙ QF 1 . �ɿR� ʵ 0 . ��ɼp� 0 . 05ɼQF 0ʙ
QF 2 . �ɿR� ʵ 0 . ��ɼp� 0 . 01ʣɻ

̏ɽҭබ༰͓ثΑͼു্͛ޙͷઃஔ৚͕݅ു্͛ޙͷ༿ރΕݸମ
཰ʹٴ΅͢Өڹʢݧࢼ 3ʣ

　315 ೔ޙͷබߴΛਤʵ 5 ʹࣔ͢ɻ༗ҙࠩ͸ͳ͔͕ͬͨʢU ఆݕ
๏ɼp� 0 . 05ʣɼϏχʔϧϙοτΑΓ̢ελʔίϯςφͰҭබ͠

ΈΒΕɼ315͕޲܏͍ߴ͕ํͨ ೔໨ͷබߴͷฏۉ஋͸Ϗχʔϧ
ϙοτͰ �5 . 0DN Ͱ͋ͬͨͷʹର͠ɼ̢ελʔίϯςφͰ͸
53 . 6DN Ͱ͋ͬͨɻ
　315 ೔ޙͷ༰ͨ͋ثΓࠜͷס૩ॏྔΛਤʵ 6 ʹࣔ͢ɻ༗ҙࠩ͸
ͳ͔͕ͬͨʢU �ఆɼpݕ 0 . 05ʣɼฏۉ஋͸ϏχʔϧϙοτͰ
0 . 31H Ͱ͋ͬͨͷʹର͠ɼ̢ ελʔίϯςφͰ͸ 0 . �5H Ͱ͋ͬͨɻ
ࠜΛ͢࡯؍ΔͱɼϏχʔϧϙοτͰ͸ෳ਺ͷ͕ࠜू·ΓմͷΑ͏
ʹͳ͕ͬͨࠜ͋ΓɼࠜͷԼ෦ʹ͸ϧʔϐϯά͕ΈΒΕͨɻҰํɼ
̢ελʔίϯςφͰ͸͕ࠜ༰ث಺Ͱ੔વͱ෼෍͓ͯ͠Γɼ্෦ͱ
Լ෦ͷࠜͷີ౓ͷ͕ࠩ͋·ΓΈΒΕͣϧʔϐϯά΋ΈΒΕͳ͔ͬ
ͨɻ

ମ཰ΛදʵݸΕރͷ༿ޙ্͛ു　 3 ʹࣔ͢ɻു্͛ͨ͠බ໦Λ๷
૲γʔτ্ʹઃஔͨ͠৔߹ɼ༗ҙࠩ͸ͳ͔ͬͨ΋ͷͷʢРೋ৐ݕ
ఆɼp� 0 . 05ʣɼϏχʔϧϙοτͰҭබ͍ͯͨ͠බ໦ͷ༿ރΕݸ
ମ཰͸ �2 . �ˋͰ͋ͬͨͷʹର͠ɼ̢ελʔίϯςφͰҭබͯ͠
͍ͨබ໦Ͱ͸ 1� . 3ˋͱ௿͍͕ͨͬ͋޲܏ɻҰํɼ໦੡ύϨοτ
্ʹઃஔͨ͠৔߹͸͍ͣΕ΋ 0ˋͰ๷૲γʔτ্ʹઃஔͨ͠৔߹
ͱൺ΂༗ҙʹ௿͔ͬͨʢРೋ৐ݕఆɼϏχʔϧϙοτɿp� 0 . 01 
̢ελʔίϯςφɿp� 0 . 05ʣɻ

Ⅳ．考察

ݧࢼ　 1 ͷҭබݧࢼͷ݁Ռ͔Βɼࣛপ౔͓ΑͼόʔϛΩϡϥΠτ
ͱϚα౔Λࠞ߹ͨ͠༻౔͸༿ރΕݸମ཰͕௿͘බͷ੒௕΋ྑ޷Ͱ
͋ͬͨʢਤʵ 2ʣɻ͜ΕΒͷ༻౔͸ɼQF 0ʙ QF 1 . � ͓Αͼ QF 0
ʙ2 . � ʹ͓͚Δܺ޸཰͕͕޲܏͍ߴΈΒΕͨɻQF 0ʙ1 . � ʹ͓͚
Δܺ޸཰͸ॏྗਫΛؚΉྔܺ޸ΛɼQF 0ʙ QF 2 . � ʹ͓͚Δܺ޸
཰͸ॏྗਫͱқޮੑ༗ޮਫΛؚΉྔܺ޸Λࣔ͢΋ͷͰ͋Γɼಁਫ
ੑ͓Αͼอਫੑͷ໨҆ͱͳΔɻ͍ͣΕ΋༿ރΕݸମ཰ͱͷؒʹ͸
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ᅗ-3．ヨ㦂 ࡢ2 pF0㹼pF1.7におࡿࡅᏍ㝽⋡࡜ 
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ᅗ-4．ヨ㦂 ࡢ2 pF0㹼pF2.7におࡿࡅᏍ㝽⋡࡜ 
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２．ⴥᯤれ個体率と用ᅵの≀理性の㛵ಀの検討 

 試験 1のⴥᯤれ個体率と試験 2でᚓられたྛ用ᅵのᏍ㝽率と

の㛵ಀを図-3 および図-4 に示す。ࡑの結果㸪pF0㹼pF1.7 およ

び pF0㹼pF2.7 におけるᏍ㝽率はいずれも有意な㈇の┦㛵がみ

られた（pF0㹼pF1.7：R=-0.74㸪p<0.05㸪pF0㹼pF2.7：R=-0.94㸪

p<0.01）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．⫱ⱑᐜჾおよび㖊上ࡆ後の設置条件が㖊上ࡆ後のⴥᯤれ個

体率に及ぼす影響（試験 3） 

315 日後のⱑ高を図-5 に示す。有意差はなかったが（t 検定

法㸪p>0.05）㸪࣏࣮ࣝࢽࣅットよりＭࢫタ࣮ࢥンࢼࢸで⫱ⱑした

方が高い傾向がみられ㸪315 日目のⱑ高の平均್は࣏࣮ࣝࢽࣅ

ットで45.0cmであったのに対し㸪Ｍࢫタ࣮ࢥンࢼࢸでは53.6cm

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

315日後のᐜჾあたり᰿の乾燥重量を図-6に示す。有意差は

なかったが（t検定㸪p>0.05）㸪平均್は࣏࣮ࣝࢽࣅットで 0.31g

であったのに対し㸪Ｍࢫタ࣮ࢥンࢼࢸでは 0.75gであった。᰿

をほ察すると㸪࣏࣮ࣝࢽࣅットでは」数の᰿が㞟まりሢのよう

になった᰿があり㸪᰿の下部には࣮ࣝࣆングがみられた。一方㸪

Ｍࢫタ࣮ࢥンࢼࢸでは᰿がᐜჾ内でᩚ↛と分ᕸしており㸪上部

と下部の᰿のᐦ度の差があまりみられず࣮ࣝࣆングもみられな

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㖊上ࡆ後のⴥᯤれ個体率を⾲-3に示す。㖊上ࡆしたⱑᮌを㜵

ⲡシ࣮ト上に設置した場合㸪有意差はなかったものの（Ȯ஧஌

検定㸪p>0.05）,࣏࣮ࣝࢽࣅットで⫱ⱑしていたⱑᮌのⴥᯤれ個

体率は 42.9％であったのに対し㸪Ｍࢫタ࣮ࢥンࢼࢸで⫱ⱑして

いたⱑᮌでは 14.3％と低い傾向があった。一方㸪ᮌ製ࣞࣃット

上に設置した場合はいずれも 0％で㜵ⲡシ࣮ト上に設置した場

合と比べ有意に低かった（Ȯ஧஌検定㸪࣏࣮ࣝࢽࣅット：p<0.01 

Ｍࢫタ࣮ࢥンࢼࢸ：p<0.05）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ϫ．考察 

 試験 1の⫱ⱑ試験の結果から㸪㮵἟ᅵおよび࣑࣮ࣗ࢟ࣂライ

トと࣐サᅵをΰ合した用ᅵはⴥᯤれ個体率が低くⱑの成㛗もⰋ

ዲであった（図̺2）。これらの用ᅵは㸪pF0㹼pF1.7および pF0

㹼2.7におけるᏍ㝽率が高い傾向がみられた。pF0㹼1.7におけ

るᏍ㝽率は重ຊ水を含ࡴᏍ㝽量を㸪pF0㹼pF2.7におけるᏍ㝽率

は重ຊ水と᫆ຠ性有ຠ水を含ࡴᏍ㝽量を示すものであり㸪㏱水

性およびಖ水性の目安となる。いずれもⴥᯤれ個体率との間に

は有意な㈇の┦㛵がみられた。今回の試験では散水を 1日 4回

実施した条件で行ったことから㸪≉に㏱水性の高い用ᅵがࢠン

ਤʵ 5ɽݧࢼ 3 ʹ͓͚Δҭබ༰ثͱ 315 ೔ޙබߴͷؔ܎　　
ʢਤதਨઢ͸ඪ४ภࠩΛࣔ͢ɼO� �0ʣ
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２．ⴥᯤれ個体率と用ᅵの≀理性の㛵ಀの検討 

 試験 1のⴥᯤれ個体率と試験 2でᚓられたྛ用ᅵのᏍ㝽率と

の㛵ಀを図-3 および図-4 に示す。ࡑの結果㸪pF0㹼pF1.7 およ

び pF0㹼pF2.7 におけるᏍ㝽率はいずれも有意な㈇の┦㛵がみ

られた（pF0㹼pF1.7：R=-0.74㸪p<0.05㸪pF0㹼pF2.7：R=-0.94㸪

p<0.01）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．⫱ⱑᐜჾおよび㖊上ࡆ後の設置条件が㖊上ࡆ後のⴥᯤれ個

体率に及ぼす影響（試験 3） 

315 日後のⱑ高を図-5 に示す。有意差はなかったが（t 検定

法㸪p>0.05）㸪࣏࣮ࣝࢽࣅットよりＭࢫタ࣮ࢥンࢼࢸで⫱ⱑした

方が高い傾向がみられ㸪315 日目のⱑ高の平均್は࣏࣮ࣝࢽࣅ

ットで45.0cmであったのに対し㸪Ｍࢫタ࣮ࢥンࢼࢸでは53.6cm

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

315日後のᐜჾあたり᰿の乾燥重量を図-6に示す。有意差は

なかったが（t検定㸪p>0.05）㸪平均್は࣏࣮ࣝࢽࣅットで 0.31g

であったのに対し㸪Ｍࢫタ࣮ࢥンࢼࢸでは 0.75gであった。᰿

をほ察すると㸪࣏࣮ࣝࢽࣅットでは」数の᰿が㞟まりሢのよう

になった᰿があり㸪᰿の下部には࣮ࣝࣆングがみられた。一方㸪

Ｍࢫタ࣮ࢥンࢼࢸでは᰿がᐜჾ内でᩚ↛と分ᕸしており㸪上部

と下部の᰿のᐦ度の差があまりみられず࣮ࣝࣆングもみられな

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㖊上ࡆ後のⴥᯤれ個体率を⾲-3に示す。㖊上ࡆしたⱑᮌを㜵

ⲡシ࣮ト上に設置した場合㸪有意差はなかったものの（Ȯ஧஌

検定㸪p>0.05）,࣏࣮ࣝࢽࣅットで⫱ⱑしていたⱑᮌのⴥᯤれ個

体率は 42.9％であったのに対し㸪Ｍࢫタ࣮ࢥンࢼࢸで⫱ⱑして

いたⱑᮌでは 14.3％と低い傾向があった。一方㸪ᮌ製ࣞࣃット

上に設置した場合はいずれも 0％で㜵ⲡシ࣮ト上に設置した場

合と比べ有意に低かった（Ȯ஧஌検定㸪࣏࣮ࣝࢽࣅット：p<0.01 

Ｍࢫタ࣮ࢥンࢼࢸ：p<0.05）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ϫ．考察 

 試験 1の⫱ⱑ試験の結果から㸪㮵἟ᅵおよび࣑࣮ࣗ࢟ࣂライ

トと࣐サᅵをΰ合した用ᅵはⴥᯤれ個体率が低くⱑの成㛗もⰋ

ዲであった（図̺2）。これらの用ᅵは㸪pF0㹼pF1.7および pF0

㹼2.7におけるᏍ㝽率が高い傾向がみられた。pF0㹼1.7におけ

るᏍ㝽率は重ຊ水を含ࡴᏍ㝽量を㸪pF0㹼pF2.7におけるᏍ㝽率

は重ຊ水と᫆ຠ性有ຠ水を含ࡴᏍ㝽量を示すものであり㸪㏱水

性およびಖ水性の目安となる。いずれもⴥᯤれ個体率との間に

は有意な㈇の┦㛵がみられた。今回の試験では散水を 1日 4回

実施した条件で行ったことから㸪≉に㏱水性の高い用ᅵがࢠン
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315日後のᐜჾあたり᰿の乾燥重量を図-6に示す。有意差は
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いたⱑᮌでは 14.3％と低い傾向があった。一方㸪ᮌ製ࣞࣃット

上に設置した場合はいずれも 0％で㜵ⲡシ࣮ト上に設置した場
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るᏍ㝽率は重ຊ水を含ࡴᏍ㝽量を㸪pF0㹼pF2.7におけるᏍ㝽率

は重ຊ水と᫆ຠ性有ຠ水を含ࡴᏍ㝽量を示すものであり㸪㏱水

性およびಖ水性の目安となる。いずれもⴥᯤれ個体率との間に
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２．ⴥᯤれ個体率と用ᅵの≀理性の㛵ಀの検討 

 試験 1のⴥᯤれ個体率と試験 2でᚓられたྛ用ᅵのᏍ㝽率と
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ヨ㦂  㛵ಀࡢ⋠ಶయࢀⴥᯤࡢ1

ᅗ-4．ヨ㦂 ࡢ2 pF0㹼pF2.7におࡿࡅᏍ㝽⋡࡜ 

ヨ㦂  㛵ಀࡢ⋠ಶయࢀⴥᯤࡢ1
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２．ⴥᯤれ個体率と用ᅵの≀理性の㛵ಀの検討 

 試験 1のⴥᯤれ個体率と試験 2でᚓられたྛ用ᅵのᏍ㝽率と

の㛵ಀを図-3 および図-4 に示す。ࡑの結果㸪pF0㹼pF1.7 およ

び pF0㹼pF2.7 におけるᏍ㝽率はいずれも有意な㈇の┦㛵がみ

られた（pF0㹼pF1.7：R=-0.74㸪p<0.05㸪pF0㹼pF2.7：R=-0.94㸪

p<0.01）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．⫱ⱑᐜჾおよび㖊上ࡆ後の設置条件が㖊上ࡆ後のⴥᯤれ個

体率に及ぼす影響（試験 3） 

315 日後のⱑ高を図-5 に示す。有意差はなかったが（t 検定

法㸪p>0.05）㸪࣏࣮ࣝࢽࣅットよりＭࢫタ࣮ࢥンࢼࢸで⫱ⱑした

方が高い傾向がみられ㸪315 日目のⱑ高の平均್は࣏࣮ࣝࢽࣅ

ットで45.0cmであったのに対し㸪Ｍࢫタ࣮ࢥンࢼࢸでは53.6cm

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

315日後のᐜჾあたり᰿の乾燥重量を図-6に示す。有意差は

なかったが（t検定㸪p>0.05）㸪平均್は࣏࣮ࣝࢽࣅットで 0.31g

であったのに対し㸪Ｍࢫタ࣮ࢥンࢼࢸでは 0.75gであった。᰿

をほ察すると㸪࣏࣮ࣝࢽࣅットでは」数の᰿が㞟まりሢのよう

になった᰿があり㸪᰿の下部には࣮ࣝࣆングがみられた。一方㸪

Ｍࢫタ࣮ࢥンࢼࢸでは᰿がᐜჾ内でᩚ↛と分ᕸしており㸪上部

と下部の᰿のᐦ度の差があまりみられず࣮ࣝࣆングもみられな

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㖊上ࡆ後のⴥᯤれ個体率を⾲-3に示す。㖊上ࡆしたⱑᮌを㜵

ⲡシ࣮ト上に設置した場合㸪有意差はなかったものの（Ȯ஧஌

検定㸪p>0.05）,࣏࣮ࣝࢽࣅットで⫱ⱑしていたⱑᮌのⴥᯤれ個

体率は 42.9％であったのに対し㸪Ｍࢫタ࣮ࢥンࢼࢸで⫱ⱑして

いたⱑᮌでは 14.3％と低い傾向があった。一方㸪ᮌ製ࣞࣃット

上に設置した場合はいずれも 0％で㜵ⲡシ࣮ト上に設置した場

合と比べ有意に低かった（Ȯ஧஌検定㸪࣏࣮ࣝࢽࣅット：p<0.01 

Ｍࢫタ࣮ࢥンࢼࢸ：p<0.05）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ϫ．考察 

 試験 1の⫱ⱑ試験の結果から㸪㮵἟ᅵおよび࣑࣮ࣗ࢟ࣂライ

トと࣐サᅵをΰ合した用ᅵはⴥᯤれ個体率が低くⱑの成㛗もⰋ

ዲであった（図̺2）。これらの用ᅵは㸪pF0㹼pF1.7および pF0

㹼2.7におけるᏍ㝽率が高い傾向がみられた。pF0㹼1.7におけ

るᏍ㝽率は重ຊ水を含ࡴᏍ㝽量を㸪pF0㹼pF2.7におけるᏍ㝽率

は重ຊ水と᫆ຠ性有ຠ水を含ࡴᏍ㝽量を示すものであり㸪㏱水

性およびಖ水性の目安となる。いずれもⴥᯤれ個体率との間に

は有意な㈇の┦㛵がみられた。今回の試験では散水を 1日 4回

実施した条件で行ったことから㸪≉に㏱水性の高い用ᅵがࢠン
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ͨ͠৚݅Ͱͨͬ͜ߦͱ͔Βɼಛʹಁਫੑͷ͍ߴ༻౔͕ΪϯόΠΧ
ͷҭබʹ͸ద͍ͯͨ͠ͱ͑ߟΒΕΔɻ
　̢ελʔίϯςφ͸ɼϏχʔϧϙοτʹൺ΂ͯබ͓ߴΑͼࠜͷ
੒௕͕ྑ޷Ͱɼു্͛ޙͷ༿ރΕݸମ཰΋௿͔ͬͨɻࠜͷϧʔϐ
ϯά͸২ޙ࠿ͷࠜܥͷ৳௕ൣғΛڱΊɼࠜܥಉ࢜ͷకΊ෇͚ʹΑ
Γ২෺ମ͕͢ࢮރΔݪҼʹͳΔ͜ͱ͕ใ͞ࠂΕ͍ͯΔʢࣉࢁɼ
2010ʣ͕ɼ̢ελʔίϯςφͰ͸͜ͷϧʔϐϯά͕ΈΒΕͳ͔ͬ
ͨɻ·ͨɼϏχʔϧϙοτ͸ఈ෦ʹࢄਫ͞Εͨਫ͕଺ཹ͠΍͍͢
ͷʹൺ΂ɼ̢ελʔίϯςφ͸ఈ෦͕։์͞Ε͍ͯͨɻഉਫੑ͕
վળ͞ΕͨίϯςφͰ͸ࠜͷϧʔϐϯάܰݮɼ஍্෦ͷྑ޷ͳ੒
௕ʹͭͳ͕Δ͜ͱ͕ใ͞ࠂΕ͍ͯΔʢຊؒΒ 2003ʣɻࠓճͷݧࢼ
Ͱ΋ɼ༻౔ͷಁਫੑ͕޷ྑ͘ߴͰ͋ͬͯ΋ɼ༰ث಺ʹॏྗਫ͕଺
ཹ͢ΔͱΪϯόΠΧͷੜҭʹ͸༗֐ͱ͑ߟΒΕΔɻ͜ͷ͜ͱ͔Βɼ
̢ελʔίϯςφͷఈ෦ߏ଄΋༿ރΕݸମ཰௿ݮʹͭͳ͕ͬͨͱ
ܘͷΑ͏ʹ௚ݧࢼճͷࠓΕΔɻ·ͨɼ͞࡯ߟ 6DN ͷ̢ελʔί
ϯςφʹ 300NM ͷ༻౔Λ٧ΊΔ৔߹ɼ௚ܘ 10 . 5DN ͷϏχʔϧ
ϙοτʹ 500NM ͷ༻౔Λ٧ΊΔΑΓ 1 ίϯςφ͋ͨΓͷ༻౔ྔ
Λݮ࡟Ͱ͖ɼ୯Ґ໘ੵ͋ͨΓͷҭබຊ਺΋૿΍ͤΔ͜ͱ͔Βɼ̢
ελʔίϯςφʹΑΔҭබ͸ੜ্޲ੑ࢈ͷͨΊͷϝϦοτ͕ଟ͍
ͱ͑ߟΒΕΔɻ
　·ͨɼҭබϙοτΛ๷૲γʔτ্ʹઃஔ͢ΔΑΓɼύϨοτ্
ʹ஍໘͔Βු͔ͤͨঢ়ଶͰઃஔͨ͜͠ͱͰɼ༿ރΕݸମ཰͕େ෯
͞࡯Ίͱਪ্ͨͨ͠޲಺ͷഉਫੑ͕ثগͨ͜͠ͱ΋ɼҭබ༰ݮʹ
ΕΔɻ
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